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いずもデジタルスタジオの運営状況について 

 

令和７年１１月２０日に開所した「いずもデジタルスタジオ」の令和７年度運営

状況を報告します。 

 

１．施設概要 

⑴ 所在地　　　　　　出雲科学館本館２階（出雲市今市町） 

⑵ 開館時間　　　　　午後１時～午後７時（休館日：月・火曜日及び年末年始）　 

⑶ 管理運営事業者　　一般社団法人　島根県ｅスポーツ連合（出雲市浜町） 

 

２．令和７年度運営状況（１１月２０日～３月３１日） 

⑴ 利用者数　３，６３２人（実施事業参加者以外の一般利用者を含む） 

　 　　【内訳】小中学生２，５８８人、高校生８６人、大学生等２２人、 

社会人８５７人、シニア層７９人 

⑵ 実施事業 

①世代別デジタル教室（各教室月２回開催） 

　　②市内ＩＴ企業・県内大学との連携事業 

▶ 島根県立大学との連携イベント（１９人参加） 

　　　　大学の「課題を抱える児童の教育・コミュニケーション構築の研究」の 

一環として、大学生がｅスポーツを通じて不登校児童と交流事業を行った。 

 

 対象 教室名 参加者数

 

小中学生

『３Ｄキャラ＆Ｖチューバー制作』 

…オリジナルの３Ｄキャラクターを作成し、自分の動きや

表情に合わせて画面上のキャラクターが動く仕組み　

（モーションキャプチャー）を学ぶ講座

３９人

 

高校生

『デザインツール講座』 
…高校の授業等で利用機会の多いデザインツールを補完的

に学ぶ講座
７人

 

大学生 
社会人

『ＡＩ議事録作成』、『ＥＣサイト制作』、『ＳＮＳマーケティ

ング講座』 
…ＡＩツールなどを活用し、研究活動や仕事に活かせる実

用的なデジタル技術を学ぶ講座

５２人

 

シニア層

『スマートフォン相談会』 
…セキュリティ意識の向上や、スマートフォンを活用した

行政サービスの利用方法等を学ぶ講座
２２人
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▶ 小中学生プログラミング教室（全４回、延べ２６人参加） 

チーム出雲オープンビジネス協議会と連携し、島根発のプログラミング　

言語Ｒｕｂｙの簡易版「スモウルビー」を使い、プログラミングの基礎を

学んだ。 

③世代間交流イベント 

▶ 島根県警察と連携したサイバーセキュリティイベント（約４００人参加） 

島根県警察サイバーセキュリティ対策課職員による、パソコンを使った

サイバー捜査や特殊詐欺の事例講習を行い、サイバー犯罪の予防策等につ

いて学んだ。 

　　④出雲科学館との連携事業 

▶ ｅスポーツ、ＩＣＴ体験会（約３００人参加） 

出雲科学館１階サイエンスホールにおいて、学生や社会人が様々なｅス 

ポーツを体験するとともに、いずもデジタルスタジオにおいて、高性能ＰＣ

やＶＲなどの次世代機器の体験会を実施した。 

 

３．事業成果と今後の対応 

＜事業成果＞ 

開所から約４か月間で、世代別デジタル教室や各種イベントを合わせ、月平

均８００人を超える利用者があり、市民のデジタル技術への関心が高いことが

確認できた。さらには大学や警察などとの連携事業を通じて、社会課題・地域

課題にアプローチすることができた。 

課題としては、高校生や大学生の利用者が、他の世代に比べて少ないことが

あげられる。 

　＜今後の対応＞ 

令和８年度においては、令和７年度の実施事業を継続するとともに、新たに

小中学生向けの「放課後ｅスポーツ部活動」や社会人向けの「デジタルリスキ

リング教室」などに取り組み、さらなる利用者拡大を図る。 

高校生や大学生向けには、オリジナルゲーム作成や３Ｄプリンターを活用し

たものづくり教室等を開催し、また、市内高校の授業で施設を利用してもらう

など、学生のデジタル技術への関心向上を図る。 

 

４．参考（令和７年度運営状況） 

 

 

 

開所式 ３Ｄキャラ＆Ｖチューバー制作 サイバーセキュリティイベント


